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 社会福祉法人ピスティスの会 第二平和保育園 

             2023年度主題 ともにつむぎだす ～希望の中で～ 

 

 新緑の美しい季節となりました。連休後の保育室では、家庭で楽しく過ごした話をした 

り、嬉しそうにひさしぶりにあった友だちを遊びに誘い合う姿がみられました。乳児ク 

ラスでは、登園時に保護者の方と離れるのが寂しくて涙する姿もみられましたが、保育 

者に気持ちを受け止めてもらうと、自分から遊びへと向かっていく姿がみられました。 

進級、入園して 1ヵ月が経ち、少しずつ成長している姿にたくましさを感じます。 

 子どものにぎやかな声が広がるなか、幼児クラスでは育てていたカブトムシの幼虫に 

異変がおこりました。土の中にいたはずの幼虫が土の上にあがり、動かなくなっていた 

のです。「どうしてだろう。」「光がなかったからじゃない。」「水がなかったからかな。」 

「かわいそう。」「生き返るのをまったらいいんじゃない。」等、子どもから色々な声が 

あがり、相談した結果、翌日みんなで土に埋めることになりました。 

近くの公園について「どこに埋めてあげようか。」と相談すると、「小さい子が掘らな 

いところがいいよ。」と提案した子どもが中心になり、公園の隅にシャベルで深く穴を

掘りそっと土をかけました。すると、4匹のうち 1匹だけが動き出し、子どもたちは驚

いたり喜んだりしながらその 1匹を大切に持ち帰ってきました。園に戻った子どもに

「幼虫どうしたの。」と尋ねると、口々に公園でのエピソードを話してくれました。 

 保育園の飼育栽培では、間近で見たりお世話することを通して、興味や関心を深め、

育てているものに親しみをもち、その成長や収穫を喜び感謝することを共にしていま

す。時には、その過程において残念な状況に接することもありますが、「生命」にふれ

る大切な機会として子どもが感じた様々な思いに丁寧に寄り添いながら保育をおこなっ

ています。 

大人にとっては「失敗」だと感じることも、子どもには大切な経験です。「失敗」を

させないようにすることや失敗がなかったようにみせてしまうのではなく、残念な経験

が次への糧になることを伝えていきたいと思います。 

 今月は子どもと夏野菜の栽培を始めます。その成長と収穫を通して子どもが何を感じ 

ていくのかゆったりとその声に耳を傾ける保育に努めていきたいと願います。 

 

5月の聖句 

「霊の結ぶ実は愛であり、喜び、平和、寛容、 

親切、善意、誠実、柔和、節制です。」 

ガラテヤの信徒への手紙 5章 22節 

 

 

今後の予定 

 

5月 18 日（木）4.5 歳児遠足 ※詳細はコドモンでクラス配信します。     

お弁当の日（全員）※離乳期完了食以上  

     

5月 23 日（火）避難訓練    5月 30日（火）ペンテコステ礼拝 

 

5月 12 日、26日（金）4．5歳児おんがく  5 月 17日、31 日（水）3～5歳児健康体育 

 

               おしらせ 

 

【特別子育て講座のご案内】 

 日時：5月 27日（土）10：00～ 

   場所：第一平和保育園 3階ホール ※会場が変更になりました 

    

 抽選はおこないませんので、ご家族で希望される方は是非お申し込みください。 

 

【集金について】 

 ・保育料は 4，5月の 2か月分を 5月 12日に引き落としさせていただきます。 

・３～５歳児給食費につきましては、今年度より多子世帯への給食費支援が始まりま 

したので、徴収額が決定しましたら引き落としをさせていただきます。 

 

【虫さされの予防について】 

 梅雨前より蚊の発生が心配されます。保育園では散歩前に市販の虫よけ（ミスとタイ 

プ）をおこないますが、肌が弱いお子様や腫れやすいお子様は薄手の長袖（前開き） 

や長ズボンを着用できるようご準備ください。 

 

・虫よけシールや虫よけリングは誤飲や紛失もありますので使用しないでください。 

・ムヒパッチなど患部に貼るシールもはがれての誤飲を避けるため使用しないでくだ 

さい。 

 

【玄関自動ドアと登降園時のタブレット使用について】 

 危険防止のため、自動ドアの開閉は保護者の方がタッチしてください。お子様を抱 

き上げてのタッチはお控えください。また、タブレットのタップも保護者の方が行っ 

ていただきますようご協力をよろしくお願いします。 

 


